
2025年度の事業活動

海蔵地区住民の皆様には平素より海蔵地区人権・同和教育推進協議会の活動にご理解とご協力を

賜り厚く御礼申し上げます。さて本年度海蔵地区人権・同和教育推進協議会総会が去る6月2日に開

催され、本年度の案件はすべて承認されましたのでご報告申し上げます。本年度もどうかよろしく

お願い申し上げます。

本年度の主な活動を紹介します。

【１】地区懇談会

本年度は、昨年度と同じ「インターネットにおける人権」をテーマに、

野田・清水ブロック（7月18日 野田公会所：同推くん94号発行時は終了）

末永・本郷ブロック（8月22日 海蔵南公会所）

西阿倉川ブロック （9月12日 西阿倉川公会所）

で実施します。「いわれなき誹謗中傷との闘い」を鑑賞し、みなさんと一緒に考えたいと思います。

是非ご参加下さい。

【２】第32回人権を考える集い

10月4日(土)に開催します。2022年、皆様から好評頂きました「お終活 熟春！人生、百年時代の

過ごし方」の続編、「お終活 再春！人生ラプソディ」の映画会を実施します。

皆さまぜひお越しください。

【３】機関紙「同推くん」の発行

同推くんの発行は本年度も3回、4月、8月、12月発行します。様々な人権問題に関する情報を掲

載し、自己啓発や代表組織における学習に役立つ教材として提供できればと考えています。

《終戦から80年》

現在、世界の状況を見ると、今も必ずどこかで戦争、紛争、内乱状態にある地域があります。そ

の影響は地域を越えて国際社会全体に広がっています。戦争・紛争の原因は、領土問題、資源争奪、

民族・宗教対立、政治的不安定など多岐にわたっています。そしていつも犠牲になるのが女性や子

ども、一般の人たちです。戦争は人の人権を無視した最悪の行為です。

2025年8月15日は第二次世界大戦の終戦から80年を迎える節目の日です。以来日本は80年間戦争を

していません。これからもこの記録が永遠に続くことを願ってやみません。戦前生まれの人は人口

の1割で、戦争の体験を語れる人は0.5割以下になりました。あと10年もすれば戦争の語り部はいな

くなります。身近に戦争の体験を語れる人がいなくなると、戦争の恐ろしさや悲惨さが薄れていく

のではと心配です。（F）

- 1 -

第９４号
2025年 8月1日

発行 同推くん
発行・編集

海蔵地区人権・同和

教育推進協議会広報部

事務局地区市民センター内

電話 ３３３－８７７０



アウティング

先日、ニュースでSNSでアウティングされ、人間関係や社会生活が崩壊する恐れがあり、プライ

バシー権と人格権が侵害されたとして裁判を起こしたという記事を見ました。

私はアウティングという言葉は、以前、人権フェスタの講演で聞いたことがありましたが、まだ、

耳慣れない言葉なので、今回、取り上げてみました。

まず、アウティングとは、本人の承諾なしに、そ

の人のSOGI(Sexual Orientation and Gender Identityの

略で、性的指向と性自認を指す)を、第三者に暴露す

る行為です。カミングアウト（自ら性的指向や性自

認を伝えること）とは反対の意味で使われます。

そして、アウティングによって、どのような事になるのか、裁判を起こした方は「投稿でトランス

ジェンダーだと周囲が知っているかもしれないと不安や恐怖を感じるようになった。」と言われて

ました。

このように、精神的な苦痛を味わったり、社会的な差別や偏見を生み出す原因にもなります。20

15年にはアウティングが引き金となり大学生が自死した事件が起きています。

また、裁判を起こした方は「同じような被害が少しでも減るようにしなければならないと思って、

裁判を起こした。」とも言われていました。カミングアウトしてこなかったのに裁判により、カミ

ングアウトした事になってしまうので、とても勇気が必要だったのではいかと思いました。真偽は

わかりませんが加害者は「悪意はなかった。みんなが知っていた事なのでカミングアウトしている

と思った。」と言っていました。

たとえカミングアウトしていたとしても深い

プライバシーに関わることをSNSに投稿するの

は問題があると思いますが、ここで自分も気を

つけないといけないと思った事は『みんなが知っ

ていたからカミングアウトしていると思った』

という事です。

例えば自分が相談やカミングアウトされた時に自分だけにカミングアウトされたとは思わなかっ

たり、状況からLGBTだとわかる人でも、積極的にカミングアウトをしていない人もいます。よか

れとおもって周囲で配慮が必要と考えて話しをする事がアウティングになり、セクハラ、パワハラ

となってしまうのです。

自分がカミングアウトされたらどうしたら良いのか福岡県庁のホームページに分かりやすく書かれ

ていましたので紹介します。
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もし、誰かからカミングアウトされたら

周りの誰かからカミングアウトされたら、次のような対応を考えてみてください。

１ 性的少数者の人から自身の性的指向や性自認について打ち明けられたら、まずは、肯定的に受

け止めよう

２ どの範囲までその情報を知らせているのか、または知らせたくないのか、本人の意向を十分に

確認しよう

３ 具体的な相談がある場合は、どうして欲しいのか本人の希望をしっかり聞いて、調整や話し合

いを重ねよう

４ 家族や管理職に知らせなければならない場合でも、事前に本人に確認をとり、一緒に考える時

間をつくろう

５ カミングアウトを受け、どうしたらよいか迷ったときは、個人情報を伏せた上で相談機関に相

談してみよう

福岡県庁のホームページURL: https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/outing.html

三重県内の 三重県内の LGBT関連団体

三重県男女共同参画センター「フレンテみえ」相談室 059-233-1134

一般社団法人 ELLY

http://ellyjapan.com/

info@ellyjapan.com

一般社団法人 社会的包摂サポートセンター

よりそいホットライン

0120-279-338

https://www.since2011.net/yorisoi/

以上 （ＳＵ）
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◎同推くんのバックナンバーは、『かいぞう地区』のホームページからご覧いただけます。
http://www.kaizotiku.org/

本年度の「第３２回人権を考える集い」について

今年は映画の上映を予定しています。作品名は

【お終活 再春！ 人生ラプソディ】です。

１０月４日（土）に海蔵小学校の体育館で開催予定です。

お楽しみに！！
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